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F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　事業背景と目的

地域に根づいている【家電店】【酒販店】【牛乳販売店】【ガソリンスタンド】などの宅配・訪販システムを活用すること

により、企業とエンドユーザーを効率良く結ぶＦ２Ｆ（ﾌｪｰｽtoﾌｪｰｽ）コミュニケーション事業を確立する。

《事業目的》

２０００年８月現在でのインターネット利用者数は２７００万人を突破いたしました。この伸びは加速し、２００５年には

７０００万人にも達するとの見通しもあります。一方、ネットバブル崩壊に象徴されるように、ここ数年来のネット系

ビジネスモデルへの冷静な評価は、『リアリティ』への取込みという大きな転換を余儀なく促され、それはネット系企業と

コンビニや物流会社との組合せという形で日々の新聞で目にすることができます。

　「ネットワークとリアリティ」「デジタルとアナログ」という一見相反するものを両立できるビジネスこそがこれから成功

しうるモデルであり、それが現実のデジタル化社会が受け入れてくれものであり、形作ってくれるものと考えます。

　

　「鶏が先か、卵が先か」の議論はありますが、まずは、現実のデジタル化社会を形成するに『リアリティ』をそれに

転換・適合させるビジネスをたちあげ、そして、その『リアリティ』がデジタル化社会で大きな立場を占めるビジネス

を当事業構想とする。

《事業背景》



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　事業の特徴

《事業目的》

地域での「足を運ぶ」「顔見知り」をお金に換える

ｺﾝｾﾌﾟﾄ 【本業　プラス　α】活動　

強み

①本業のための定期的な個客訪問・集金などによるF2F（ﾌｪｰｽtoﾌｪｰｽ）
　　の接点を持つこと

②地域での信用大（長い付き合いでの信用+取引商品による信用＋生活者としての信用）

　　が個客へのアプローチを容易にすること

地域に根づいている【家電店】【酒販店】【牛乳販売店】【ガソリンスタンド】などの宅配・訪販システムの接点を活用

することにより、企業とエンドユーザーを効率良く結ぶＦ２Ｆ（ﾌｪｰｽtoﾌｪｰｽ）コミュニケーション事業を確立する。

本業は本業として継続していただく。
この事業のために活動するのではなく、従来の活動の中
で、消化しうるものを対象とする。

現状

■地域限定でかつ、トラディショナルな本業であるが故に、将来への不安

　　が強い。

　　　　→　本業プラスαの収入への欲求

　　　　→　既存個客の囲い込み・深耕、新規個客開拓への欲求



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　事業目的とステップ

『リアリティ』が

デジタル化社会で

大きな立場を占める

ビジネス

ステップ１ ステップ２

組織を作るステップ お金に換えるステップ

当事業運営会社が、地域の宅配・訪販
システムを持つ各業種（家電店・酒販店・
牛乳販売店・新聞販売店など）と商取引
を通じてつながりを持ち、
地域における圧倒的な機動力と信用の
ある組織を作りあげること

ステップ１で作り上げた組織を通じて、
F2F（ﾌｪｰｽtoﾌｪｰｽ）ならではの商材を新
たに取り扱う。
当事業運営会社は、デジタル面での
商材サイト運営、アナログ面での仕入・
販売サポートなどを担当する。また、
エンドユーザー相手のB2Cについても、
地域店をﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ/ｻｰﾋﾞｽ拠点として
活用する。

目的

Ｆ２Ｆ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ツール

－新商品や話題の商品の情報とともに、「プレゼント」が
　　当たるという希望が詰まった情報誌
－情報誌に新商品の試供品がついてくる、または、
　　モニターになって得する、という楽しみも付加

－地域に根ざしているが故に入手できる情報
－システムの力を借りての購買履歴・分析
－ＰＣからのﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄがそのまま営業用資料で
　　あり、訪問時の商材説明書

地域の
顧客情報

エンドユーザー
がもらって得する
プレゼント
情報誌

地域店別
個客データベース

（密な）

地域の
F2F組織

ステップ２は、ステップ１
で構築した組織を最も有効
に活用できる「webｻｲﾄ」を
選択する。（他社相乗りもあり）



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　事業の全体図

既存の宅配・訪販
システム網

既存の宅配・訪販
システム網

情報誌

本業で足を
運ぶ【ついで】に
-情報誌配布
-試供品配布
-対面調査

ＰＣ

情報誌

試供品

ｱﾝｹｰﾄ/
ﾋｱﾘﾝｸﾞ

《対面》

①よく当たる

②試供品と広告リンク

③ｱﾝｹｰﾄと広告リンク

④ＵＲＬと広告リンク

→　見る

→　深いSP
→　その場回収

→　誘導

ｱﾝｹｰﾄ 試供品 Webｻｲﾄ

マーケットプレース

ステップ１ ステップ２

ｽﾎﾟﾝｻｰ
広告

ｽﾎﾟﾝｻｰ
の対面調査

ｽﾎﾟﾝｻｰ
のｻﾝﾌﾟﾙ

既存の宅配・訪販
システム網

個別
店舗 ＰＣ

ＰＣ

商材 商材

商材

半辰or設置or
回収orﾌｫﾛｰ

直送

事業運営

注文

注文

①規模

②販売形態

→　取扱者100万単位
→　訪問対面販売中心



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業

地域
販売店

■　ステップ１（組織を作るステップ）：概略

広告スポンサー企業

Ｆ２Ｆｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業

個客（Ｆ２Ｆのダイレクト先）

事業運営
会社

○家電店
○酒販店
○米穀販売店
○牛乳販売店
○新聞販売店
○ガソリンスタンド

◆広告出稿
◆ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾜｰｸ委託

マーケ委託企業

個客の近所・知り合い

◆ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
　　ﾚｽﾎﾟﾝｽ

◆情報誌１次配布
◆ﾏｰｹﾁﾝｸﾞﾜｰｸ
　：SP　　：調査

◆ﾕｰｻﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽ
　：葉書以外の応募
　：調査結果

◆情報誌２次配布
◆ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾜｰｸ
　：ＳＰ　　：調査

◆ﾕｰｻﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽ
　：葉書以外の応募
　：調査結果

◆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ葉書
　　応募

◆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ葉書
　　応募

業務の効率化・低ｺｽﾄ高ﾚｽﾎﾟﾝｽ
　①広告宣伝手法
　②個人情報収集～抽出～
　　　ﾀｰｹﾞｯﾄ層へのﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｯｾｰｼﾞ
　③新規販売ﾙｰﾄの開拓

経営の安定化
　①囲込み・深耕
　②新規開拓の
　　　手段
　③収入増

得する情報が欲しい
　①ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ/ｻﾝﾌﾟﾙもらえる/当たる
　②ｱﾙﾊﾞｲﾄ感覚で収入（特典）
　③新しい情報が入る

①制作事業

領域

プレゼント情報誌の企画・編集・制作
ｽﾎﾟﾝｻｰ企画の企画制作物ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ業務

②広告事業 プレゼント情報誌の媒体販売
新たなメディア開発（ﾈｯﾄﾜｰｸ等）

③調査事業 地域店網を使ったﾆｰｽﾞ把握のための個人
情報調査業務（商品ｱﾝｹｰﾄ/ﾓﾆﾀｰ調査）

④ＳＰ事業 地域店網を使った商品の販促企画実施業務
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ、ｻｰﾋﾞｽﾁｹｯﾄ配布

(1)類似情報誌

参考

４大紙の１つが「近畿地区でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ情報誌」実施中
　：１４０万世帯のうち８１万部配布（71万宅配/10万投函ﾞ）
　：新聞販売店は情報誌を１部50円販売
　　（定価で実売価格不明）

(2)牛乳配達 大手牛乳ﾌﾞﾗﾝﾄﾞで「近畿だけで15万世帯」に宅配

組織を作るステップ

ステップ１



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　ステップ２（お金に換えるステップ）：概略

◆販売委託
◆商品販売

自動車メーカー

◆取次ぎ/斡旋・仕入
◆顧客情報提供
◆新商品開発

新たな販売スタイルの確立
　①広く深い販売網の獲得
　②生きた地域情報の獲得

取扱品の増大
　①年別客単のｱｯﾌﾟ
　②新規開拓
　③量販店・ｺﾝﾋﾞﾆに
　　　勝つ

【商材提供事業者】

健康・介護

金融・保険

教育

旅行・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

生活用品・ｻｰﾋﾞｽ

本業
電化製品・酒類・
新聞・牛乳など

地域
販売店

Ｆ２Ｆｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業

個客（Ｆ２Ｆのダイレクト先）

事業運営
会社

○家電店
○酒販店
○米穀販売店
×牛乳販売店
×新聞販売店
△ガソリンスタンド

◆個別訪問ｾｰﾙｽ
◆地域の口コミｾｰﾙｽ
◆地域のｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ

◆商品・ｻｰﾋﾞｽ購入
◆商品・ｻｰﾋﾞｽ申込み

ネット客

◆ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
◆ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ
（あなたの担当）

信用できる先から買える
　①商品選択幅の拡大
　②量販店に負けない買価で購入
　③ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰへの安心感

◆商品・ｻｰﾋﾞｽ購入
◆商品・ｻｰﾋﾞｽ申込み

ステップ２

お金に換えるステップ

領域

参考

⑤取次・斡旋
　　事業

見込み顧客の斡旋や販売取次
地域店からの連絡受けて（専門知識を要するもの）

⑥卸事業 地域店への商材卸
地域店への卸販売（地域店で対応できるもの）

⑦通販事業 ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰへのﾈｯﾄを通じた販売
地域店をﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ/ｻﾎﾟｰﾄ拠点に

⑧2次物流
　　事業

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰへの集荷・受付、最終的には
配達まで
地域店への手配

(1)地域家電店３１，０００店

(2)地域酒販店77,000店

(3)ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄ 5゙5,000店

(4)米穀販売店26，０００店



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　ステップ１（組織を作るステップ）：事業計画

情報誌

ｱﾝｹｰﾄ 試供品

□想定条件

１）情報誌は、５万部配布で収支ゼロ

→　企画・制作・印刷・物流費　＝　広告掲載費
　※牛乳の宅配雑誌の方へのﾋｱﾘﾝｸﾞより（5万部で十分ﾍﾟｲするとのこと)

２）一般向けと表紙替え向けは、４：１の割合

→　表紙替え向けとは、中身が同じで表紙
　　　だけその企業向けに変えた情報誌
　　※毎日新聞のｸﾚｲで15%程度(80万のうち10万部)

３）情報誌の配布は無償

→　宅配者へ無償で提供
→　宅配者も無償で配布
　　※毎日新聞のｸﾚｲでは、1部20-30で販売店が買取り

４）試供品の配布は無償で、１０％が該当

→　スポンサーからは、@200円と仮定
→　宅配者は無償で配布

５）アンケートは有償で、５％が該当

→　スポンサーからは、@1000円と仮定
→　宅配者へは、@200円と仮定

【１０万部のケース】

①情報誌（一般向け）

広告掲載費等 試供品 ｱﾝｹｰﾄ 印刷費等

400万円
(@40円)

400万円
(@50円)

200万円
(@200×1万部)

400万円
(@800×0.5万部)

②情報誌（表紙替え) 140万円
(@70円) 粗利益額　＝　740万円

【５０万部のケース】

①情報誌（一般向け）

広告掲載費等 試供品 ｱﾝｹｰﾄ 印刷費等

1500万円
(@30円)

2000万円
(@50円)

1000万円
(@200×5万部)

2000万円
(@800×2.5万部)

②情報誌（表紙替え) 700万円
(@70円) 粗利益額　＝　4200万円



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　ステップ１（組織を作るステップ）：事業計画

□準備段階（６か月間）

事業企画部　１名

■本番段階（月単位）

顧客開拓部　　　　２名

企業提携部　　　　１名

ﾂｰﾙ開発　　　　　　１名
（ｶﾀﾛｸﾞ/ｻｲﾄ）

経営責任者　１名 顧客開拓部　　　　３名

ツール開発部　　　１名

物流管理部　　　　１名

ｶｽﾀﾏｰｾﾝﾀｰ　　　　２名

事業企画部　１名

経営管理機能
･･･ｱｳﾄｿｰｿﾝｸﾞ
-財務、経理、
　総務、人事等 事業管理部　　２名～

販促企画担当　　　out

制作担当　　　　　　out

広告　　　　　　　　　out

調査担当　　　　　　out

物流担当　　　　　　out

ｼｽﾃﾑ担当　　　　　out

社員（契約含む）　　５名

社員（契約含む）　　１２名



F2Fｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業■　ステップ１（組織を作るステップ）：事業計画

□準備段階（６か月間） ■本番段階（月単位）

社員（契約含む）　　５名 社員（契約含む）　　１２名

【１０万部のケース】

【５０万部のケース】

1)間接人件費 １８００万円
（５名×@50万円×6M）

2)経費 ２７００万円
（間接人件費の1.5倍と仮定）

４５００万円

1)間接人件費 ６００万円
（１２名×@50万円）

2)経費 ７２０万円
（間接人件費の1.2倍と仮定）

１３２０万円《総コスト額》

▲４５００万円【収支額】

７４０万円〔粗利益額〕

▲８０２万円【収支額】

２２２万円
(粗利益額の30%)

3)直接人件費

１５４２万円《総コスト額》

４２００万円〔粗利益額〕

１６２０万円【収支額】

１２６０万円
(粗利益額の30%)

3)直接人件費

２５８０万円《総コスト額》

※社員１２名の体制で、３つの案件までこなせると想定。

例）近畿圏だけの牛乳配達で、１５万部
　　近畿圏だけの毎日新聞で、８０万部

社員増加は、案件の数と比例
即ち、５０万部の案件を３つこなせば、
１５０万部まで対応できる組織となる。


